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女性医師支援センター事業について
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○平成18年11月
厚生労働省より「医師再就業支援事業」を受託

○平成19年1月
日本医師会女性医師バンク開設（就業継続支援、再研修含む）
女性医師バンク以外の事業も開始

○平成21年4月
「医師再就業支援事業」改め「女性医師支援センター事業」へ
（女性医師の勤務継続への支援に重点を置き、更なる事業の
発展を目指す。）

臨床医に占める女性医師の割合は約15％であるが、国家試験合格者では女性医師の占
める割合は3分の1となっており、今後女性医師数は急増していくと予想される。女性
医師は出産や育児等により離職せざるを得ない状況にあり、パートタイム勤務など女
性医師等（女性医師支援に資する育児等に参加する男性医師を含む。以下「女性医師
等」という。）がライフステージに応じて働くことのできる柔軟な勤務形態の促進や
キャリア形成の支援を図り、もって医師確保対策に資することを目的とする。（厚生
労働省委託「女性医師支援センター事業委託費実施要綱」より）
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主な活動
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１．指導的立場、意思決定機関への女性医師
の参画についての積極的な取り組み

２．制度等の整備

３．若い女性医師、医学生への働きかけ、
キャリアモデルの提示

４．就業支援・離職防止・再研修支援

５．出産・育児支援



「『２０２０．３０』推進懇話会」について①
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【趣旨】

平成22年12月、第3次男女共同参画基本計画が閣議決定され、この中で「社会
のあらゆる分野において、2020年までに、指導的地位に女性が占める割合が、
少なくとも30％程度になるよう期待する」という目標が改めて明記されるととも
に、各分野の女性の積極的登用についての成果目標が掲げられたところである。
日本医師会においても、以下の通り、成果目標を掲げて積極的改善措置

（ポジティブ・アクション）に関する取り組みを進めていく。

【成果目標】「女性一割運動」

１．平成２４（２０１２）年度までに、委員会委員に女性を最低1名登用！
女性一割に！

２．平成２６（２０１４）年度までに、理事・監事に女性を最低1名、
常任理事に女性を最低1名登用！役員の女性の割合を一割に！

３．平成２８（２０１６）年度までに、理事・監事に女性を最低1名、
常任理事に女性を最低2名登用！

「2020年30％」の目標実現に向けて 日本医師会の積極的改善措置（ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ・ｱｸｼｮﾝ）

役員会承認（23.3.9定例記者会見発表）

指導的立場、意志決定機関への女性の参画についての積極的な取り組み

日本医師会委員会にお
ける女性医師委員
12.1％（平成26／27年度）

１．指導的立場、意思決定機関への女性医師の参画についての積極的な取り組み
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臨床研修制度における産休期間中の身分保証、
再開時の研修継続の保証
90日を越える研修の休止について厚生労働省の省令に明記

（平成21年6月）。
※「臨床研修を長期にわたって休止する場合の取扱いについて」（平成21年6月30日付医政局医事課医師臨床研修推進室長事務連絡）
現在、H21年6月30日通知は廃止され、医政医発0224第1号平成27年2月24日に更新されている。

国家公務員の育児支援策として、医師の正職員短時
間勤務制度の早期導入
「育児休業等に関する法律の一部改正」として平成19年8月1日施行。

２．制度等の整備

男女共同参画やワークライフバランスについての
講義を医学部教育カリキュラムへ導入
文部科学省:医学教育モデル・コア・カリキュラム–教育内容ガイドライン-
（平成22年度改訂版）に採用。



医学生、研修医等をサポートするための会
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◇ 都道府県医師会等に対し、開催を依頼
（平成18-19年度は男女共同参画委員会が都道府県医師会と共催）

＊平成18年度はモデル事業として10道県のみ開催

◇ 開催に掛かる費用のうち、30万円を上限として、本会が負担

女性医師が生涯にわたりもっている能力を十分発揮するためには、職場や家庭におけ
る男性の理解と協力が不可欠であり、性別を問わず、医学生や研修医の時期から男女
共同参画やワークライフバランスについて明確に理解しておくことが求められる。本
講習会等を通じ、医学生や若い医師がキャリアを中断せずに就業を継続できるよう、
多様な医師像のモデルを提示する。

平成18年度* 10

平成19年度 25

平成20年度 44（医師会32、その他12）

平成21年度 47（医師会34、その他13）

平成22年度 56（医師会43、その他13）

平成23年度 57（医師会44、その他13）

平成24年度 60（医師会44、その他16）

平成25年度 65（医師会51、その他14）

平成26年度 70（医師会55、その他15）

平成27年度 76（医師会53、その他23）

３．若い女性医師、医学生への働きかけ、キャリアモデルの提示



女性医師バンクについて

「日本医師会女性医師バンク」平成１９年１月３０日開設

☆ 会員・非会員を問わず利用できる
☆ 求人・求職共に無料
☆ 専任コーディネーターが、相談・マッチングにあたる

◇求職登録者数 ： ２０７名（累計７９６名）

◇求人登録施設数：１,８４３施設（延べ２,０８３施設）

◇求人登録件数 ：１,０８５件（延べ５,２０８件）

◇就業実績 ： ４８７件

内訳）就業成立 ： ４６９件

再研修紹介： １８件 （平成28年10月末現在）
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４．就業支援・離職防止・再研修支援

TEL: 03-3942-6512 FAX:03-3942-7397
E-mail: jmawdbk@jmawdbk.med.or.jp日本医師会女性医師バンク 検索



面 談

東日本センター（兼中央センター:日本医師会内）
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求職登録

日本医師会女性医師バンク

求人登録

就業斡旋・相談 紹介

西日本センター
（福岡県医師会内）

東日本センター
と同様
非常勤コーディネーター4名

勤務希望地が
西日本の場合、
対応依頼。

就業成立

求
職
者
（医
師
）

求
人
施
設
（医
療
機
関
）

日本医師会女性医師バンク旧体制（平成28年8月31日迄）

コーディネート

コーディネーター（医師）

・・・
非常勤10名

勤務地・診療科で
振り分け

非常勤1名

統括コーディネーター（医師）



面 談

東日本センター（兼中央センター:日本医師会内）

西日本センター
（福岡県医師会内）
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求職登録

日本医師会女性医師バンク

求人登録

助 言

相 談

相談

就業斡旋

※人数体制は、H28年11月現在。今後、状況により増減します。

紹介

東日本センター
と同様

勤務希望地が
西日本の場合、
対応依頼。

就業成立

専任
コーディネーター

常勤1名
非常勤1名

求
職
者
（医
師
）

求
人
施
設
（医
療
機
関
）契約5名

日本医師会女性医師バンク新体制（平成28年10月1日開始）

コーディネート

（非医師）

（医師）

アドバイザー



①講演会・講習会などへの託児施設の併設促進と費
用の補助（育児中の医師の学習機会の確保）

→都道府県医師会または郡市区医師会が主催する
講演会等については、平成21年度から費用を補
助（上限30万円）。

【平成27年度実績】 利用医師会数：23、 利用子供数：307人

②日本医師会会費の産休・育休中の減免

→平成22年４月より実施
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５．出産・育児支援
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平成２８年度女性医師支援センター事業ブロック別会議 予定
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地域からの声をお聞かせいただくと同時に、本事業へのご理解を深
めていただき、双方向による情報伝達ならびに各地域内での情報交
換の機会として、平成21年度より全国6ブロックにて開催。

◇北海道・東北ブロック（担当：秋田県医師会）
日 時：平成28年9月24日（土） 13時00分～ 場 所：ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ秋田

◇関東甲信越・東京ブロック（担当：日本医師会）
日 時：（未定）平成29年1月 場 所：日本医師会館

◇中部ブロック（担当：静岡県医師会）
日 時：平成28年11月13日（日） 12時00分～ 場 所：静岡県男女共同参画ｾﾝﾀｰ

◇近畿ブロック（担当：京都府医師会）
日 時：平成28年10月1日（土） 15時00分～ 場 所：京都府医師会館

◇中国四国ブロック（担当：山口県医師会）
日 時：平成28年11月5日（土） 15時00分～ 場 所：岡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ

◇九州ブロック（担当：沖縄県医師会）
日 時：平成28年12月17日（土） 14時00分～ 場 所：沖縄県内



女性医師支援事業連絡協議会の開催
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各地で実施されたブロック会議の内容を、全国規模で情報共有し、意見
交換を行う機会として開催。

平成2７年度 女性医師支援事業連絡協議会
次 第

日時：平成28年2月26日（金）

場所：日本医師会館 大講堂

開 会

挨 拶

議 事 女性医師支援センター事業ブロック別会議 開催報告

（各ブロック会議の総括や特徴的、先進的な取り組みの紹介）

①北海道・東北 宮城県医師会 常任理事 髙橋克子 先生

②関東甲信越・東京 栃木県医師会 常任理事 滝田純子 先生

③中部 三重県医師会 理事 今野信太郎 先生

④近畿 兵庫県医師会 理事 宮地千尋 先生

⑤中国四国 岡山県医師会 理事 神﨑寛子 先生

⑥九州 宮崎県医師会 常任理事 荒木早苗 先生

質疑応答（全体）・総合討論

閉 会 出席者：１３４名



大学医学部・医学会女性医師支援担当者連絡会の開催について
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【目 的】 ・本会女性医師支援センターの取り組みの周知

・各大学医学部および各医学会における女性医師支援や男女共同参画に関する取り組みについ
ての情報（意見）交換

【開催日時】 平成２８年１２月２日（金） 連絡会 14時～16時（於：日本医師会大講堂）

茶話会 16時～ （於：日本医師会小講堂）

【参加者】 ・各都道府県医師会から推薦いただいた、管内の大学医学部の女性医師支援や男女共同参画の担当者

・各日本医学会分科会（126学会）の女性医師支援や男女共同参画の担当者

・都道府県医師会担当役員等

【内 容】 １．日本医師会の女性医師支援に関する取り組みについて

２．事例発表
①大学の取り組み

（1） 北海道大学清水薫子先生
（2） 和歌山県立医科大学北野尚美先生

②学会の取り組み
（1） 日本産科婦人科学会中井章人先生
（2） 日本耳鼻咽喉科学会小林一女先生

３．意見交換



各都道府県医師会の具体的な支援例
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・医師相談窓口（青森県医師会、H27年度16件）
・女性医師就業相談窓口「あきた女医ネット」（秋田県医師会、平成27年度24件）
・女性医師支援相談窓口（北海道医師会、H27年度130件）
・山形県女性医師支援ステーション（山形県医師会、相談等対応）
・ベビーシッター料金の一部補助（兵庫県医師会、補助率25％、5万円/年上限） など

*日本医師会女性医師支援センター事業 北海道・東北ブロック会議資料、近畿ブロック会議資料より

先輩医師が相談にのります！
（宮城県医師会）

メンター（先輩医師）が相談にのります！
（和歌山県医師会）

イクボス宣言！
（秋田県医師会）


